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研究ノート
二部門貿易モデルについての覚書
小
?
正 雄
〔1〕序
代替可能な生産関数と価格の伸縮性を特徴とする新古典派的な二部門成長理論の定式化
が急速に進められてきた。そして，その二部門成長モデルを開放体系に適用することによ
って資本蓄積のプロセスと貿易パターンとの関係が究明され，貿易理論の動態化へのいと
ぐちが切り開かれることになった。小論は，まず，封鎖体系で資本蓄積が要素相対価格お
よび産出量に与える効果を比較静学的に分析する。それは，ヘクシャー・オリーンモデル
の動態化として重要な役割を果したリプチンスキーの定理の整理である。次に，二部門成
長理論のエッセンヌを先学にしたがって学び，最後に，それを開放体系に適用して貿易理
論の動態化に成功した Oniki-Uzawa の展開を跡づけ，貿易理論動態化の過程1)を，限
られた範囲ではあるが検討してみたい。
〔2〕 比較静学分析2)
資本蓄積の要素価格および産出量に与える効果を明らかにしたものとしては，すでにリ
プチンスキーのパイオニアワーク 3)がある。ここではそれを新古典派二部門モデルにそっ
て定式化する。
(2)~(1) Y;=F;(K;, L;)……生産関数
,lY;=F;(,'!k;, ,'!L;), K;, L;>O, 
aF;/aK;>o, aFi/aL;>o, a2F;1aK;2<0, a2凡/aL2;<0,for 
(2)~(2) 
o<K;, L; くOO
8F2 8F1 
T=aJG= p瞑
w~ 邑~p杞 ）……資源配分
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、(2)~(3) K1十K2=K
L1十L2=L
｝……完全利用
(2)~(4) Y=p巧十Y2 …… 国民所得
(2)~(5) pY1=sY …… 貯蓄関数
ただし， Y;:i部門の産出量， i:1.2で，それぞれ資本財，消費財， r:資本収益率，
w: 賃金率， Ki:i部門の資本量， K: 全体としての資本量， L1:i部門の労働量， L:
全体としての労働量，. p: 第2財で表した第1財の価格， s: 貯蓄性向である。
いま，生産関数に一次同次性を仮定して，これらを比率の体系にする。すなわち，
k=K/L, y=Y/L, k1=K;/L1, y;=Y;/L, @=W/T, f1(k1)=F1(k1, 1), l;=Li/Lとす
ると，
(2)~(6) Y1=f1(k1)h=fi(k1) k2-k 
k2-k1 
Y2=f2(k2)l2=fo(k2) k-k1 
k2-ki 
f1(k1)>0, f1'(k1)>0, f1°(k1)<0, for o<kiくco,
・f;(k;) (2)~(7) @= -k;(i=l.2) 
f'1(k1) 
(2)~(8) P= f'2(k2) 
f'1(k1) 
(2)~(9) Y-=Y2+PY1 
(2)~(10) PY1=sy 
となる。
そこで， (2}~(6}・(2)~(10)からなるモデルによって，資本蓄積の要素価格および産出量に
与える効果を整理する。
（イ） 要素価格に対する効果
(2)~(7} を0で微分すると
(2)~(1) dk1 ＝ -[fり(k;)J2do, f1(k1)f1°(k1) >o, Ci=l.2) 
(2H6l, (2}~(8); (2)~(9}および(2)~(10)から
(2)~(12)臼）f'2(k2) = (k-k1) f2(k2) 
s f'1(k1) k2-k1 fi(k1) をうる。
(2}~(12)をKで対数微分すると
k2-k1 
dm (k-k1)(k2-k) 
(2}~(13), 諏 =dk2(fH2 f'2 1) . dk1(fi'fi0 1) 如古―下十函コ~+盆下―--v十戸
(2)~(13)を(2)~(7}および(2}~(1)を用いて整理すると
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dw (k-k1)(k2-k). 
k2-k1 
(2)~(14) ＝ 
dk dk2r k+w・}+叫 k+w +f ― k2-k1 -
(k2-k)(k叶 w) dw (k-k1)(k1+w)} ..、
k涅 k李kzだから O<k<ooに対して喘z>Oとなる。つまり， Kの増加従って，資本
蓄積は0を引上げる。
（口） 産出量に対する効果
Kの変化は2つのルートを通じて産出量に影響を与える。 1つは直接効果9四
8k 
であり，
いま 1つは間接効果 ・dy1 dw 
dw dk である。従って， Kのyに対する効果は
l2Hfil 翌＝誓＋翌盟
翌!.= 8Y2十虹色
・dk 8k dw dk 
となる。
まず直接効果は(2)~(6)から
(2)~(16) 翌!.=―f;1.(k1) 8y2 = f2(k2) 
ak k2-k1'ak k2-k1' 
従って， k1>k>k2ならば誓>o,悶t<o,また， k1<k<k2ならば，臀伍<o,
誓 >oとなる。これは， リプチンスキーの定理そのものであり， (2)~(15)で告倍=Oと仮
定した場合に相当する。
次に(2)~(16)を対数微分しそれに w+k;= f-(k) 釘(k;)
1 i なる関係を用いると
(2)~(17) _l_殴丘 dk2( k-k1 ) +翌（ 屈十〇 奎0'
Y1 dw dr, (k2-k)(k2-k1) (k2-k1)(k叶 w))
according to k2奎K奎k1,
同様に， 1 dy2 
四 dw
奎O, according to k這 k奎k1
ところが， dw dk>oだからKの産出量に対する直接効果と間接効果は符号が逆になり，
総効果はその和となる。
第1財についてみると(2)~(15)の右辺に(2]~(14),(2)~(16)および(2)~(17)を代入すると，
(2)~(18) 翌＝誓(1噌）
ここで N=生 (k-k1)+dk1(虹ーk)(恥十(L)
dw k2-k1 dw k2-k1 k1十0
dk2 
D=dk2い）+dk1(知-k)(恥十c;:,)+Ck-k1)(k2-k){ 1 1十叫
蒻 k2-k1 詞 k2-k1□ -k2-k1 恥十o―応
いま恥>k>屈とすると
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(2l~asiから翌>o, 従ってD>Nならば舟~->o,
ところがNとDを比べると P>N>Oとなり，
従って盟 >o,
dy1 また 恥<k<k2 だと， D-N<O の時にのみ dk>o となる。
〔3〕二部門成長理論4)
周知のように，二部門成長理論の中心は均衡成長径路の存在と，その一義性および安定
性の究明にある。 Uzawa〔りは，もしあらゆる要素相対価格の下で消費財の方が資本財よ
りも資本集約的であれば均衡は一義的であり，かつ安定的であることを明らかにした。し
かし，この Uzawa論文を契機としてその後展開された多くの研究の結果，斉一成長径路
の安定条件として資本集約度条件と代替弾力性条件はいずれのモデルにおいても有効であ
り，しかもこれら 2つの安定条件はそれぞれ独立に安定の十分条件となりうることが示さ
れている。従って，二部門成長モデルとしては最も一般的な貯蓄関数を想定している
Inadaのモデル〔1〕をとりあげるのがよいが，ここではこの分野でのパイオニア論文で
ある Uzawa〔りをとりあげる。
ところで Uzawaは，その後〔5〕で貯蓄関数をより一般化し，生産要素の不完全利用
を含むケースを分析するのであるが，特に Onikiとともに〔2〕で二部門成長モデルを
貿易を含む体系に拡張することによって，資本蓄積と貿易パターンの関係を定式化し，貿
易理論動態化への途を開いた。そして，資本集約度条件がみたされれば開放体系において
も均衡成長径路の安定性が保証されることを明らかにする。この点については次節でとり
あげる。
(1) 静学分析
Uza四〔4〕 モデルは貯蓄関数を除けば前節のそれと殆んど同じである。くり返しに
なるが体系を再述する。
(3)~(1) Yi=Fi(Ki, Li) …•••生産関数
8Fi 8Fi (3)~(2) Pi―=T, Pi-=W, Pi : i財の価格， (i=l. 2)……資源配分
aKi aLi 
(3)~(3) K1+K2=K, L1十L2=L……完全利用
(3)~(4) p1Y1=TK……貯蓄関数
以上9個の方程式が静学体系を構成する。変数12個の中， K,L,P2を与えられたものとす
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ると体系はコンシ 9ステントになる。これを比率の体系にすると，
(3)~(5) Yi=fi(ki)h・ …••生産関数
(3)~(6) k=k山 +k2h}・ …・完全利用
(3)~(7) l=h+h 
(3)~(8) 如=fi(ki) _ 
fり(ki) ki••· …資源配分
(3)~(9) p=四(k2)...... . 
f'1(k1) 
相対価格
(3)~UO) Y1=f勺(k1)k・…••……貯蓄関数
方程式8個，変数9個だからKが与えられれば他の変数は決定されるのであるが，果して
21~ 
それが一義的であるかどうか。
一義的な均衡解を持つためにはK噂ゞ 0によって， 0がKによって，また， hがKおよ
びk;によってそれぞれ一義的に決定される必要がある。
まずl;の決定は(3)-(6),(3)~(7)からそれが一義的に決定されるためには
恥 k2
=k1-k2~0 が成立することであるが， k1~k~ であることはいうまで
1 1 
もない。
次に k;=k;((l))については， 、(8)から f;'(ki)=岳眉乳，これ＂を作図すると Fig.1 
のようになり'(l)が与えられると kiが決まる。
Fig. 1カ>ら (l)の範囲として， 竺こ(l)<Q)が考えられ，この (l)の範囲内でぬは(l)の単
fi (ki) 
Ct) 
f i (ki) 
(t) ki (w) 
•I ?
Figl 
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調増加関数である。このことは(3)~(8)から生豆＝―〔fり(k;)〕2
dw f;(k;)f;"(k;) 
とk;が一義的に決まることからも知られる。
次に， w=w(k)については(3)~(10)に(3)~(5)を代入すると，
h= ft'(k1) ft(k1) 
• k, これは(3)~(8)を考慮すると
>oとなり， 0 を与える
k h= となる。また， (3)~(6),(3)~(7)から K山 +k2(1-h)=kを得，この2式から
w+k1 
hを消去すると，
w+k1(w) (3)~(1) k =• k2(w) 
w+k2(w) 
(3)~Ul)を 0 の関数として対数微分すると
1+ dk1(w) 1+ dk知）生
(3)~(12)・1 dk(w) dw dw dw 
訳訂 dw = w十k1(w) w+k2位）＋恥(w)
dk1(w) 
=(1 1 .)+ dw +dk知）(1 _ 1ー）
w+k1(w)―(I)十k2(w) w+k1(w) dw k2(w) w十恥(w)
これから， k1(w)<k2(w)ならば（＝資本集約度条件）， Kは 0 の単調増加関数となる。
従って， dw(k) 
dk 
>o。(I)は 0く征く0の範囲で Kの単調増加関数であり， k(w)<k<k(w)
のKに対して 0 が一義的に定まる。
以上から消費財が資本財よりも資本集約的ならばk(w)<k<k(w)のKに対して 0 が決
まり，従って， k;, fり(k;),f;(k;), l;, P, y; が一義的に決定される 5)。
(2) 動学分析
(3)~(2), (3)~(4)より
(3)~U3), Y1 r aF1 -=-= =fi'(k1) 
K P1 aK1 
いま，労働の成長率ふ 資本の償却率μを正の定数とすると，資本および労働の成長径路
は Y1
(3)~U4), k(t) =k。e(K→）， L(t)=L。e入t,
(3)~(13), (3)~U4l力>ら
条=f勺(k1)-μ, i., • • • 
L ＝入，また k/k=K/K-L/Lだから，
(3)~(15) k/k=f'1(k1)-μ ―入
(3l~U5lで fi'(k1*)=μ十,l, k1*=k1(w*), w*=w(k*)なる k*が斉ー資本労働比率であ
る。
この場合， k/k=Oで， k(t)は一定であり，従って ki(t),li(t), p(t), fi(t), fi'(t), 
Yi(t)も全て一定である。このような成長径路が斉一成長径路である。
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いま， limk1(ru)=k1, lim k1(ru)=k1 とし，
0→ (,J (,J→o 
狂μ が
(3)~U6), lim fi'(k1)>.t丑>lim fi'(k1)を満たせば
恥→k1 k1→応
i十μ に対して， k*が一義的に定まる。
217 
そして， f1'(k1)はk1の単調減少関数であり， k1が 0 の単調増加関数，また， 0 がK
の単調増加関数だから， fi'[k1(c(k))]はKの単調減少関数となる。
いま初期に k0>k*だと
fi'(い*)=,l十μ>ザ(k1゜），従って， k/k=fi'(k1°)-μ-.t<oで， k(t)は低下し，
k*に近づく。
逆に K゜<k*ならば
k/k=fi'(k1°)-μ —.t>o で k(t) は上昇し， k* に近づく。
以上から，消費財が資本財よりも，資本集約的で， i十μが(3l~U6lで与えられると，斉一
資本労働比率 k* が存在する。そして ko が ~(©)<k<k(ru) で与えられると k(t) はこ
のk*に近づく。
〔4〕貿易の二部門動学分析
比較静学分析および二部門成長理論を基礎に開放経済における資本蓄積と貿易パターン
の関係を Oniki-Uzawa〔幻に従ってとりあげる。封鎖経済では前述の貯蓄関数が示し
ているように資本蓄積は国内貯蓄＝投資という条件で決まるが開放経済では，それは資本
財の輸出入に左右される。そして，その資本蓄積は比較優位，従って貿易バクーンを変え
ると同時に，逆に貿易バターンが資本蓄積径路を変化させることになる。 Oniki_:Uzawa 
〔2〕の貢献は第一に，資本蓄積のプロセスと貿易パターンの関係を要素比率理論を拡張
した型で定式化し，貿易理論動学化へのいとぐちを切り開いたこと，第二に，資本集約度
条件がみたされれば，均衡成長径路が安定的，一義的であることを開放経済の場で明らか
にした点にある。
(1) 仮定と体系
仮定と新古典派開放体系は次のようなものである。
（イ） 2国， a,Pがあり，それぞれ消費財および資本財の生産と貿易をおこなう。
（口） 両財とも，労働，資本の2要素によって生産される。生産関数は両国で共通であり，
規模に関して収穫不変，各要素の限界生産力は逓減する。
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り国内的にも，国際的にも完全競争が実現される。
（二） 財は両国間を自由に移動する。要素は国内では自由に移動するが両国間では移動しな
い。
（ホ） 労働の成長は一定で両国とも等しく，外生的に与えられる。
t時点における静学的均衡体系は
(4)~(1) Yi1(t)=F1(Ki1(i), Li1(t))+Xi1(t), i=a, ・(i……資本財の総供給
(4)~(2) Yic(t)=Fc(Kic(t), Lic(t))+Xic(t)……消費財の総供給
(4)~(3) Ki1(t)+Kic(t)=Ki(t)……資本の完全利用
恥）+L1c(t)=Li(t)……労働の完全雇用(4)~(4) 
(4)~(5) 
(4)~(6) 
(4)~(7) 
(4)~(8) 
p(t)畠査(t), p(t)景匂t) 資源配分，ただし不等号はいずれか
畠斎(1),彎ニ叫(t) lの財か生産されないとき
p(t)Y1r(t) = s叩(t)=一~Y1c(t), o<s; く1
1-s1 
, ……貯蓄関数
Xir(t) +p(t)Xir(t)=O・・・ ―ー ・貿易収支均衡
(4)~(9) Yi(t)= Yic(t)+p(t)Yi1(t)=Fc(Kic(t), Uc(t))+p(t)恥(Kir(t),Ur(t))・・・ 
……粗国民生産物
(4)~ttO) X1"'(t)+X1f3(t)=O 
(4)~(11) Xc"'(t)+Xcf3(t)=O 
で示される。
｝……一国の輸入は他国の輸出に等しい
経済成長の始発要因は何よりも労働と資本の増加であり，いまその動学方程式が
(4)~(12)い(t)/Li(t)=n……労働成長
(4l~a3l知t)=Yi1(t)-µKi(t)•···· 資本蓄積
で与えられるとモデルが完成される。これから資本財貿易量の均衡径路が導かれ，資本蓄
積と貿易パターンとの相互依存関係が決定される6)。
ただし， I : 資本財部門， c:消費財部門， y:粗国民生産物， Yi:i部門の総供給，
Xi: i財の輸入量， Ki:i部門の資本量， Li:i部門の労働量， K: 経済全体の資本量，
L: 経済全体の労働量， p:消費財で表した資本財の価格， w:賃金率， r: 資本収益率，
n: 労働成長率， s:貯蓄性向
(2) 相互需要関数
一次同次の生産関数，貯蓄性向一定の仮定から(4)~(1)・・ ・(4)~(8)を比率の体系にする。以
下， i,tを省略する。
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(4)~11)'Y1=f1(k1)l叶 X
(4)~12) Yc=fc(kc)lc-px 
(4)~(3)'k山十kclc=k
(4)~14)'lr+lc=l, lr, lc>O 
(4)~15)'T=pf1'(k1), w=p{f1(k1)-k1f'1(k1)} 
14)~(6)'r=f'c(kc), w=fc(kc)-kcf'c(kc) 
(4)~17)'PYr=sy= 8 Ye 
1-s 
(4)~18)'xc+px=O 
219 
生産関数についての新古典派の条件はも(ki)>O,fり(ki)>O,fり(kj)<o,for al ki>O, 
および fi(O)=O,f1(00)=00、fり(0)= (X)、fり(oo)=Oである。
さて， (4)~(5)',14)~(6)'から最適資本労働比率 k1は
w f1(ki(eu)) (4)~1-0, eu= -= -kiによって決定され
T fり(k1(eu))
(4)~U5l dk1(eu) -[fり(ki(eu))J2＝ deu fi (ki(eu))fi" (k1(eu) >oであるが，この点は前述した。
(4)~(5)', (4)~(6)'から資本財の価格Pも0 の関数である。すなわち，
(4)~U6l p(eu)= f'c(kc(<u)) 
f'r(k1(<u)) 
いま， 0 とPとの関係を知るために(4)~(16)を対数微分し， (4l~U駐および(4)~(15)を代入する
と
(4)~U6l―L_ dp(eu)= 1 _ 1 
p(eu) deu kr(eu)+eu kc(eu)+eu 
従って， kc(eu) 奎kr(eu) に応じて虫~ -
deu 
奎〇。
次に資本財の世界価格を Pとするとそれと供給価格p(<u)との関係から特化パターンが決
まる。すなわち，
(4)~U8) P<P(<u)ならば lr=Oで消費財に特化，
(4)~(19) P>P(<u)ならば lc=Oで資本財に特化，
14)~(20) p=p(<u)ならば Ir>o;Ic>oで不完全特化，
つまり，特化パターソは資本財の世界価格と2つの限界的な供給価格pmin(k),pmax(k) 
によって決定され，その関係はFig.2, (kc(eu)>kr(<u))とFig3, (kc(eu)<kr(<u))に示
されている。
Fig. 2と.Fig. 3を合せると H.Gジョンソンが用いた<7)Fig. 4が得られる。・
そこで資本財の輸入需要関数を前述の 3つのケースについて求める。
Case I o<p~pmin(k) : 消費財に特化し， lr=O, lc=lで <u=euc(k)
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?
k. 
?
1 "'c(k) 
_pc (kfl-—_....: I 
KD叫
11 (k) 
? ? ? ??? ? ??
ーー
1111
ーー↑ー—!••
“ 
JIC (a,) 
p Fig2 
?
?
? 、 ? ??（??ー
kc (a,.) 
、 ? ??、 ? ???
! I 
pc (k)r―-----t----
I 
p (/) 
(J) 
? Fig3 
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k 夕 kc-佃）
k1 (<J) 
?
“ 
p (w) 
?
Fig 4 
Case I p~pmax(k) : 資本財に特化し h=l,lc=Oで〇＝叩(k)
Case il pmin(k)<火 pmax(k):不完全特化で(4)~(3)',(4)~(4)'から
h= kc(w)-k >o, ,le= k-k1(w) >oで p=p(w)である。
kc(w)-k1(w) kc(w)-k1(w) 
ところで資本財の輸入需要関数は(4)~(1)',(4)~(2)', (4)~(7)', (4)~(8)'から
s•fc(kc)lc (4)~(21) x= . -(l-s)f1(k1)hとなる。そして， pが与えられると w,従っ
p 
てkJ,liが決まるので XはPの関数である。そこで x(p)は，先の3つの特化パクーン
に応じて，
Case I O<p~pmin(k), (4)~(22) x(p)=s•fc(kc)/p 
Case I p~pmax(k), (4)~(23) x(p)=-(l-s)fa(k1) 
Case m pmin(k)<p<pmax(k), (4)~(24) x(p)= 
f'1(k1(w)) 
kc(w)-k1(w) 
〔{s(kc(w)+w)+(l-s)(k1((J))+w)}(k+w) 
-(kc;(w)+w)(k1(w)+w)〕
ヤ t~し (4)~(24)の右辺は -ki十W=fJ(ki) f'c(kc(w)) 
fり(ki), p(w)= f'1(k1(w))' 
kc(w)-k k:.. ぬ(w)
li= および le=kc(w)-k1(w) kc(w)-k1(w) 
ーを(4)~(21)の右辺に代入すればよい。
以上3つのケースについて x(p)がえられたので，これを Pで微分すると CaseIでは
負で単調減少関数 Case Iではゼロとなる。 Case ilは
dx dx dw 
dp dw dp だから， (4)~(24)から
(4)~(25) dx f'1(k1) ＝ dw (kc-k1)2 ［応(w)(kc+w)(k-kc)+k'c(w)(k1十w)(k1-k)
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+s (kc-k炉(k1-k)k叶。］
従って， kc~k1 に応じて岱忍0, そして， kc忍k1 に応じて舟倍~o' だから
dx (4)~伽）ず° となる。従って XはPの単調減少関数となり， これらを図示すれば
Fig. 5となる。
?
case il 
。
Pmin (k) 
Fig 5 
Pmax (k) 
p 
? ?? ??
?? X (p) 
(4)~(21)から明らかなように相互需要関数を決定するものは k,s, fi, pであるが，われ
われの関心は資本蓄積と貿易のパターンにあるので，以下それを x(p,k)として示す8)。
いま，両国の要素賦存比率 k"',k/3と， それに対応する相互需要関数 x"'(p,k"'), 
x/3(p, k/3)から，資本財の均衡世界価格は
(4)~罰 v"'x"'(P, k"')+vf3x/3(p, k/3)=0 によって決定される。ただし， v"'=L"'/ (L"' 
+LI>), vl>=L/3/ (L"'+L/3)である。
すなわち， K叫 k/3が与えられると， v"'x"'(p,k"'), v/3x/3(p, k/3)は， Pの非増加関
数であるから Fig.6のように，世界均衡価格Pを一意的に決定する。
従ってこれは p=p(k"',k/3)で示される。
(3) 資本蓄積の世界価格および貿易パターンに与える効果
まず要素賦存比率変化の資本財の世界価格に与える効果であるが，そのために(4)~伽を
k"', k/3で微分する。
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a a V X. 
v≪.safc (k-a) 
v≪ 豆＝
/ pmin (ka) 
／泣xP=立 (.1-s/l)f1(kfl) 
? >pmin(~ 旦
I I pmin (k"f P 
K . 亡笠 、 ? ?????ーヽ~???ー ? ????
?―?
?
?
?
?
?
（?? ??ー
? ?
．
????
?
V /3x/3 
Fig 6 
v"'詈翡+v苓 +vfl誓畠=O,従って
ap -v"' ax"' 
(4)~(28) 戸＝ 戸
v"'空竺十vfl空竺
ap ap 
kflについても同様に
ap -vfl axil 
(4)~(29) 函＝ 霞
v"'~ 竺十vfl旦竺
ap ap 
ところで(4)~(26)より dx 詞 <o,従って，第ーに消費財特化の場合， (4)~(22)から旦王
ak >o 
だから (4)~(28), (4)~(29) は ¾>o となる。第二IC, 資本財特化の場合は， (4)~(23)から
憐<o だから ¾<o となる。第三に不完全特化の場合， (4)~(24)から
迩＝約(k1(w)) -
ak kc(w)-ki(w}s(kc(w)+w)+(l-s)(k1(w)+w)J, 従って， kc(w)~k1(<t>) に
応じて羞忍〇，従って ¾~o。
以上から，第一に kc(w)>k1(<t>) の時一国が資本財に特化していなければ，その国の
資本労働比率の上昇は資本財の価格を高める。また資本財に特化すれば Kの上昇は pを
引下げる。第二に逆に kc(w)<k1(w)の時に一国が不完全特化の状態にあれば， Kの上
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昇は Pを下落させる。第三に，一国が消費財に特化すると Kの上昇は Pを高める。
次に資本蓄積の特化パターンに対する影響であるが， Fig. 6のも X の座標は
(4)~(30) A = Amin(k"') = [ pmin (k"'), v"'•s"'f c (k"') pmin(k"') J 
(4)~(31) A=Amax(k"') = 〔pmax(k"'),-v"'(l-s"')fi(k"')〕である。そして， Amin(k"')
は消費財特化点であり， Amax(k"')は資本財特化点である。 いま k"'が0から 0:,に変化
すると Amin(k"'),Amax(k"')は(p,v"'x"'), (p,vf;x/;)平面を連続的に移動する。すな
わち， k"'が増加すると pmin(k"'),pmax(k"')が変化し，それとともに v"'x"'も変わる。
Amax(k"')についてみると (aを省略），
dvx dk (4}~(32) =一v(l-s)f~1(k)
dpmax(k) dpmax(k)' 
dk dvx ところで >oだから， <o, 従って Amax(k"')はFig.7のようdpmax(k) dpmax(k) 
に右下りとなる。
a a V X 
。 ??
??
??
ー
?
、?
??
??
?
???ー ?
Amin (ka) 
?
l…a 
vPx/J 
Fig7 
Amax (炉）
また Amin(k"')の場合
(4)~(33) dvx dpmin(k) [pmin(k)J2 
= vs . [r'c pmin(k) dk 
dpmin(k) -fc(k)]奎0
従って， Amin(k"')もFig.7のようになる。
明らかに Amin(k"')曲線より上の部分では a国は消費財に特化し， Amax(k"')曲線よ
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り下の部分では資本財に特化する。そして両曲線の間では不完全特化で両財を生産する。
そこで， kl>を一定として a国が資本蓄積により k"'を高めていく場合に，その特化パ
ターンがどのように変るかをみる。
Fig. 8から知られるように， ¢ 国の相互需要関数 vl>x/l(p,k13)は Amax(k"')と一
回だけ交る。
a .a V ヽ
。
Amin (ka) 
vf3xf3 
? ? ? ?? ??（?
???
~ 
?
Fig 8 
vf3xf3 
その時の記の値を k"' とすると k"'~k"' の時，そしてその時に限り， v"'x"'(p, k"')は
＊ ＊ 
Amax(k"')の下方で v/3x/3(p,k/3)と交り，従って， a国は資本財に特化する。また P
が非常に大きくなると， vf3x/3(p,k/3)が Amin(k"')曲線の下方に位置するような，従っ
YCB呼fc(k"') て， (4)~(34) vfl(l -s)fr(k/3)く を満たすk"'が存在する。このように， k"'が
pmin(k"') * 
k"'をこえると両国の相互需要曲線は Amin(k"')と Amax(k"')にはさまれた部分で交
＊ 
り， a国は不完全特化におちいる。
次に k"'<k<k"'の場合， k"'が k"'をこ
* ** * . えてF点に達するまでは，不完全特化だが，
その際， E点までは資本財を輸出し続けるが， 貿易量は次第に減少し， E点で貿易は止
む。 E点をすぎると，消費財を輸出し始める。そしてF点をすぎると，相互需要曲線の交
点は， Amin(k"')曲線の上方に位置し，消費財に特化して，これを輸出する。更に， G
点をこえると再び不完全特化におちいる。
ところで， Fig.8から， k"'はk/3が高まれば必ず上昇するが， k"'の方は k/3が上昇し
* ・** 
73 
226 闊西大學 U継清論集1第19巻第2号
ても，必ずしも増加しない。従って， k"'とk/3の作る平面は Fig.9のように4つの部
分に分けられる。
揺
a(I) 
a(I, C) 
詑
?
ー
?a(C) 
ka 
Fi-g 9 
Fig. 9でa(I)は資本財特化， a(C)は消費財特化， a(I, C)は不完全特化を示す。い
ま， a国のみ資本蓄積が行なわれ，¢国は k/Jで一定とすると9)'<I,国は資本財特化，不
完全特化，消費財特化，不完全特化という 4つのプロセスをたどることになる。つまり，
資本蓄積とともに生産構造が多様化し，部分特化におちいることになる10)。なお Fig.9 
の D.F.G点は Fig.8のそれに対応している。
(4) 貿易の資本蓄積径路に与える効果
資本蓄積径路は(4)~02),(4)~U3lから
(4)~(35) ki=YiIー(μ十n)k呈 yi1-;iki,ただし， i=a,pで .:!=μ+nである。
これは(4)~(7)'から
(4)~(36) 困＝立→ki 
p 
そこで， Oniki-Uzawaの第二の貢献，つまり kceru)>k1(ru), for al w>oという資
本集約度条件がみたされれば(4)~(36)で示される資本蓄積径路が安定的であることを示す。
特化パターンに応じて4つのケースに分ける。
Case I a(I, C), (i(I, C) 
yi=Tk坪W=T(k坪ru)=pf'1(k坪ru), これを
(4)~(36)に代入すると，
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・困+ru(4)~(31) k1/k1=s1f'1(k1(ru)) -.:! ki 
いま， (4)~(3りを炉(k'",k/3)と定義し，それと k'",k/3の関係を求める。まず k'"で炉
を微分すると
ap 
(4)-:-(39) 1 8({!'" --=-{ 1 1 声炉十入 8k'" k1(ru)+ru ―四五ー（告—占）
aru 
kc(ru)>k1(ru)の仮定より，品>o,岳>o, 従って，罹~o, となる。他も同様
にして，
(4)~(39)震<o,冨<o,鬱<o,鬱<o,
次に炉，呼=Oの時のだと k/3との関係は，
（器）炉＝。＜（器）呼＝。 <o
Case I a(I, C), {i(I) 
d国については． 
k'"/k'"=s'"約(k1(ru'"))k;~ru -.:!=炉(k'",k/3) 
P国は資本財特化だから(4)~(37)は． 
k/3/k/3= s珀(k/3)k/3 一胆三呼(k'",k/3) 
従って，
(4)遭鬱<o,冨>o, 鬱=・o,鬱<o, および
（ご）炉=O>o, (器）呼=O =O 
Case il a(I, C) {i(C) 
• k'"+ru k'"/k'"=s'"f'1(k1(ru'")) -.:!=f{!'"(k~, k/3) 
k'" ． 
k/3/k/3= sf3fc(k/3) pk/3 -.:!=呼(k'",k/3), 従って，
(4)~(41) 翫>o,翫<o,鬱<o,鬱<o, および
（器）デ=O<o, (器）呼=o<O
Case N a(I), {i(C) 、． 
k'"/k'"= 
． 
k/3/k/3= 
従って，
{4)~(42) 
s'"f1(k'") 
k'" 
sf3fc(k/3) 
pk/3 
a'P., 
記 <o,
-.:!=炉(k'",k/3) 
-.:!=呼(k'",k/3) 
8'1'"' 
8kfi. =O, 
8呼 8叫声 >o, 祁百<o, および
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（睾）炉=O=O, (盟：い。<o
Fig. 10は，以上のような貿易パターンの資本蓄積径路に対する効果を示す。 CaseIVか
ら， km=o曲線は， a(I)の領域では垂直であり， CaseIから両国とも部分特化の場合，． 
km, k/3=0曲線はともに負の勾配を持つが， kDl=Q曲線の傾きの方が急である。
また， Case Iから /i(I)の部分では， kDl=Q曲線は正の傾きを持つ。
炉=O
k/3 ica>o 
伊<o
a (I) 
、
?
??
??
?
??
??（（?
????•K•K 
詑
?
終=O
/3 (I) 
炉<o
評>o
??? ? ka 
Fig 10 
ところで， ka, k/3平面は炉(ka, k/3),. <p/3(ka, kfl)の正負に応じて4つの領域に分け
られる。すなわち， ka,=O曲線で分けられた右側は ka,<o, 左側は ka,>o, また k/3=0
曲線の上方は屁<o,下方は・kf3>0,である。
従って，次の条件をみたす資本，労働比率の一組 (ka, kt>) が存在する。これが斉一
成長径路である。
戸“，冠）=O 
呼（記冠）=O 
いま，初期にある (k叫 k/3)が与えられると，
(4)~(39), (4)~(40), (4)~(41), (4)~(42)から (4)~(37)の解 (ka,(t),kfl(t))はtが無限大になる
と（炉， kt>)に近づく。従って，もし， kc(m)>k1(m)ならば成長径路は常に安定的で
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ある。すなわち，例えば，初期点が Fig.10のAだったとする。 A点では， a国は¢ 国
よりも資本労働比率が低く，従って，労働集約的な資本財に特化し9国から資本集約的な
消費財を輸入する。だがこの領域では k"'>O,kfl<Oだから k"'は上昇し， kPは低下して
B点に移る。 B点に移ると k"'>O,kP〉0だからD点に向う，ただし， C点まではa国は資本
財に特化し， C点に達すると両財を生産し始める。D点をこえると再びk"'>O,kP<Oで，
結局E点に達する。 E点では k"'=kP=Oであり，両国の資本労働比率は一定不変にな
る。
〔5〕結び
Oniki-Uzawaの開放二部門動学モデルから，われわれは，第一に資本蓄積と貿易パタ
ーンの関係を定式化することができ，ことに従来，未開拓だった貿易が資本蓄積，従って
経済成長に与える効果を内生的に組み込むことができるようになった。第二に，資本集約
度条件がみたされる限り，開放体系においてもその資本蓄積径路が安定的であることを知
った。ただ，モデルの性質上，消費財と資本財との貿易にならざるをえず，また消費財の
方が資本集約的で，労働成長率が両国で同じであるという仮定はかなりきびしいものであ
るといえる。
ところで，新古典派二部門成長理論においても，また Oniki-Uzawaのモデルにおい
ても末解決だが重要な問題は，技術進歩をどうとり入れるかである。技術進歩は同一の資
本労働比率からの産出量の増加，または同一の資本ないし労働の効率を高め，新しい生産
の可能性を作るという点で財価格および貿易パターンを決定する大きな要因である。技術
進歩を成長モデルで内生的に扱う試みとしては K.]. アローの習得モデルや， E.S.フェ
ルプスのモデルがあるが未だ完全なものを作りあげるところまでにはいっていない。考え
られる 1つの突破口は，ビンテッジ・モデルを国際貿易の分野に適用することであり，そ
れによって，技術進歩の比較優位や貿易パターンに与える効果が解明できるかも知れな
い。
註 ＇
(1) この点についての広範かつ詳細なサーベイが文献〔7〕〔9〕でなされている。
(2) この節の議論は文献〔3)にもとずく。
(3) Rybczynski, T. M. "Factor Endowment and Relative Commodity Price", 
Economica, (nov), 1955. 
(4) この節の整理は，文献〔4〕〔釘〔8〕〔10〕による。
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(5) 安定条件としての代替弾力性条件については Drandakis, E.M. "Factor Sub-
stitution in the Two-Sector Growth Model", R.E. Stu. (Oct), 1963. 
(6) 貿易と資本蓄積の関係を究明するには，従来の ExportablesとImportablesでは
なく， Capital goodsと Consumptiongoods といる分類をとらざるをえなくな
る。なお，貿易が生産フロンテイアを拡大することを， Dorfman-Samuelson-Solow
型の資本蓄積モデルで明らかにし，資本蓄積という動態的な観点から最適関税の必要
性を示したものに R.Findlay, "Efficient Accumulation, International Trade 
and the Optimum Tariff," Oxford Economic Papers, (Sept) 1968がある。
(7) Johnson, H.G, International Trade and Economic Growth, chap I. 1958. 
(8) sの変化についての別の興味ある展開として， Inada,K, "Free Trade, Capital 
Accumulation and Factor Price Equalization,• The Econonic Record, (Sept)' 
1968. がある。
(9) 反P線を引くことについては中島洞， 「低開発国工業化と貿易」長崎大学『研究年
報』 1967年 p.148による。
UOl 資本蓄積，生産の多様化および国際分業のパターン、については小島清「資本蓄積と
国際分業」「日本貿易と経済発展』第7章1958. のパイオニアワークがある。
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